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1n General Industries

Part 9: Equipment dust ignition protection

by enclosure “t”

THE NATIONAL INSTITUTE
OF OCCUPATIONAL SAFETY AND HEALTH
JNIOSH 1-4-6 Umezono, Kiyose, Tokyo 204-0024, JAPAN



	TR-46_04-2018AMD1.pdf
	1　適用範囲
	2　引用規格
	3　用語及び定義
	3.11　高電圧接続部用油入スイベル（oil-immersed swivel for HV connections）
	3.12　油入接地用抵抗器（oil-immersed earthing resistor）
	3.13　油入スイッチ用抵抗器（oil-immersed switching resistor）

	附属書D
	D.1　一般事項
	D.2　追加要求事項
	D.2.1　安全デバイス
	D.2.2　保護液の仕様
	D.2.3　浸漬深さ
	D.2.4　接続部
	D.2.5　負荷時タップ切換器（OLTC）
	D.2.6　封じ込め対応（containment solutions）
	D.2.7　ルーチン試験
	D.2.7.1　耐電圧試験
	D.2.7.2　密封容器
	D.2.8　選択及び施工の要求事項
	D.2.9　保守
	D.2.10　修理及びオーバーホール

	D.3　追加の検討

	文献

	TR-46_09-2025.pdf
	第9編　容器による粉じん防爆構造 “t”
	1　適用範囲
	2　引用文書
	3　用語及び定義
	3.1　容器による粉じん防爆構造 “t”　（dust ignition protection by enclosure “t”）

	4　一般事項
	4.1　保護レベル
	4.2　機器グループ及び保護等級
	4.3　保護レベル“ta”のEx機器に対する要求事項
	4.3.1　故障電流（Fault current）
	4.3.2　最高表面温度
	4.3.3　粉じん遮断試験
	4.3.4　保護デバイス
	4.3.4.1　一般事項
	4.3.4.2　過熱防止デバイス
	4.3.4.3　過電流防止デバイス

	4.3.5　内部の副容器
	上記の要求事項は，第1編（総則）の容器に関する要求事項に優先する。
	4.3.6　セル及びバッテリ

	4.4　保護レベル“tb”及び“tc”のEx機器に対する要求事項
	4.4.1　故障電流
	注記：発生し得る最大短絡電流は，限流ヒューズや限流ブレーカなどを使用することで制限できる。
	4.4.2　最高表面温度
	4.4.3　粉じん遮断試験
	4.4.4　過熱防止
	4.4.4.1　一般事項
	4.4.4.2　過熱防止デバイス

	過熱防止デバイスの応答時間は，必要な過熱保護に適したものとする。
	4.4.4.3　過電流防止デバイス

	4.4.5　セル及びバッテリ
	4.4.6　現場での配線接続における外部プラグ・ソケット接続
	a）機械的又は電気的な連結などにより，接点が通電しているときはプラグとソケットを分離できず，プラグとソケットが分離しているときは接点が通電しないように設計されている。
	b）プラグコネクタとソケットコネクタが，保護レベル“tc”の場合はプラグ-ソケット間の摩擦以外の機械的手段で接合されており，保護レベル“tb”の場合は特殊締付ねじ（第1編（総則）参照）で接合されている。


	5　構造
	5.1　接合部
	5.1.1　一般事項
	5.1.2　ねじ接合部
	5.1.3　ガスケット及びシール
	5.1.4　固着接合
	5.1.5　操作軸，スピンドル及びシャフト
	5.1.6　窓
	5.1.6.1　固着接合した窓
	5.1.6.2　接合部にガスケットを使った窓


	5.2　ケーブルグランド，ケーブル貫通デバイス及び電線管用シールデバイス
	5.3　引込み口
	5.3.1　ねじを用いない引込み口
	5.3.2　ねじ込み式引込み口


	6　検証及び試験
	6.1　型式試験
	6.1.1　容器による粉じん遮断に対する試験
	6.1.1.1 一般事項
	6.1.1.2　内部の副容器の衝撃試験
	6.1.1.3　耐圧力試験
	6.1.1.4　IP試験


	6.1.2　最高表面温度を決定するための試験
	6.2　ルーチン試験

	7　表示

	文献

	
	第9編　容器による粉じん防爆構造 “t”
	1　適用範囲
	2　引用文書
	3　用語及び定義
	3.1　容器による粉じん防爆構造 “t”　（dust ignition protection by enclosure “t”）

	4　一般事項
	4.1　保護レベル
	4.2　機器グループ及び保護等級
	4.3　保護レベル“ta”のEx機器に対する要求事項
	4.3.1　故障電流（Fault current）
	4.3.2　最高表面温度
	4.3.3　粉じん遮断試験
	4.3.4　保護デバイス
	4.3.4.1　一般事項
	4.3.4.2　過熱防止デバイス
	4.3.4.3　過電流防止デバイス

	4.3.5　内部の副容器
	上記の要求事項は，第1編（総則）の容器に関する要求事項に優先する。
	4.3.6　セル及びバッテリ

	4.4　保護レベル“tb”及び“tc”のEx機器に対する要求事項
	4.4.1　故障電流
	注記：発生し得る最大短絡電流は，限流ヒューズや限流ブレーカなどを使用することで制限できる。
	4.4.2　最高表面温度
	4.4.3　粉じん遮断試験
	4.4.4　過熱防止
	4.4.4.1　一般事項
	4.4.4.2　過熱防止デバイス

	過熱防止デバイスの応答時間は，必要な過熱保護に適したものとする。
	4.4.4.3　過電流防止デバイス

	4.4.5　セル及びバッテリ
	4.4.6　現場での配線接続における外部プラグ・ソケット接続
	a）機械的又は電気的な連結などにより，接点が通電しているときはプラグとソケットを分離できず，プラグとソケットが分離しているときは接点が通電しないように設計されている。
	b）プラグコネクタとソケットコネクタが，保護レベル“tc”の場合はプラグ-ソケット間の摩擦以外の機械的手段で接合されており，保護レベル“tb”の場合は特殊締付ねじ（第1編（総則）参照）で接合されている。


	5　構造
	5.1　接合部
	5.1.1　一般事項
	5.1.2　ねじ接合部
	5.1.3　ガスケット及びシール
	5.1.4　固着接合
	5.1.5　操作軸，スピンドル及びシャフト
	5.1.6　窓
	5.1.6.1　固着接合した窓
	5.1.6.2　接合部にガスケットを使った窓


	5.2　ケーブルグランド，ケーブル貫通デバイス及び電線管用シールデバイス
	5.3　引込み口
	5.3.1　ねじを用いない引込み口
	5.3.2　ねじ込み式引込み口


	6　検証及び試験
	6.1　型式試験
	6.1.1　容器による粉じん遮断に対する試験
	6.1.1.1 一般事項
	6.1.1.2　内部の副容器の衝撃試験
	6.1.1.3　耐圧力試験
	6.1.1.4　IP試験


	6.1.2　最高表面温度を決定するための試験
	6.2　ルーチン試験

	7　表示

	文献


	Text1: 


